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未来へ続くむらづくり  
　
我
が
国
の
経
済
及
び
景
気
動
向
に
つ
い
て
は
、
回
復
の
方

向
と
見
ら
れ
る
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
国
と
地
方
の
長
期
債

務
残
高
は
平
成
十
七
年
度
末
で
七
七
四
兆
円
に
達
す
る
見
込

み
で
、
短
期
債
務
残
高
を
含
め
る
と
千
兆
円
に
達
す
る
と
も

言
わ
れ
、
経
済
成
長
が
進
ま
な
い
中
に
あ
っ
て
債
務
が
増
大

す
る
と
い
う
危
機
的
な
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
国
は
「
地
方
分
権
改
革
」

と
「
財
政
構
造
改
革
」
の
一
環
と
し
て
、
国
庫
補
助
負
担
金

の
一
般
財
源
化
や
地
方
交
付
税
の
改
革
、
税
源
移
譲
を
柱
と

し
た
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
特
に
地
方
交
付
税
な
ど
、
国
か
ら
の
財
源
に
依
存
し
て

い
る
小
規
模
市
町
村
に
と
っ
て
は
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
す

る
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
地
方
行
政
は
、
急
激
な
情
報
社
会
の
進
展
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
住
民
の
価
値
観
や
生
活
様
式
の
多
様

化
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
、
自
立
性
を

高
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
行
政
改
革
の
推
進
を
図
り
、
過

疎
を
克
服
す
る
自
立
的
な
地
域
活
性
化
を
促
す
方
策
に
も
配

慮
し
つ
つ
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
体
制
の
整

備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
平
成
十
八
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
広
域
的
な
市
町
村
合
併
の
動
向

が
不
透
明
で
あ
る
な
か
、
現
在
進
め
て
い
る
行
政
改
革
を
積

極
的
に
推
進
し
、
国
・
県
の
施
策
に
も
留
意
し
な
が
ら
、 

１
、
農
林
業
の
振
興 

２
、
生
活
環
境
基
盤
の
整
備 

３
、
少
子
高
齢
化
に
即
応
し
た
福
祉
の
充
実 

４
、
教
育
環
境
の
整
備 

を
基
本
方
針
と
し
つ
つ
、
行
政
改
革
に
よ
る
財
政
健
全
化
へ

の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
議
員
各
位
並
び
に
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
「
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
に

ま
い
進
し
、
村
民
憲
章
に
謳
う
村
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

～村長施政方針～ 
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※水道事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出を合計したものです。 

一般会計 

　　国民健康保険 

　　関口診療所 

　　布部診療所 

　　老人医療 

　　簡易水道 

　　みどりの里 

　　蒲萄スキー場 

　　下水道 

　　介護保険 

水道事業会計（公営企業会計） 

　　　総予算額 

6,014,200 

963,860 

11,890 

22,330 

1,173,180 

49,290 

227,360 

30,490 

837,130 

993,960 

225,353 

10,549,043

  2.7 

△  3.4 

△  0.8 

△  5.2 

△  2.7 

3.1 

△  0.4 

1.1 

△37.2 

9.6 

△29.7 

△ 3.8

特
　
別
　
会
　
計 

会　計　名 予 算 額  前年度当初予算比 
（伸率） 

（単位：千円） 

３月に行われた「平成１８年 第１回定例村議会」で、村の平成１８年度予算が決まりました。 
　一般会計の総額は６０億１４２０万円で、前年度当初予算比２．７％（１億５７２０万円）増の予算となっています。厳しい財

政状況の中、効率的な行財政改革を図りながら財源を有効に活用し、さらなる内部努力・行財政改革の推進・アウトソーシングを

重視した指定管理者制度の取り組みにより、村民サービスの維持と活力ある村づくりを進めていきます。 

　
村
税
収
入
の
伸
び
悩
み
、
地
方
交

付
税
の
減
額
等
に
よ
り
財
源
不
足
が

深
刻
な
状
況
で
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
維
持
を
予
算
編
成
の
基
本
と
し
、

行
財
政
改
革
の
推
進
と
内
部
努
力
に

よ
る
経
常
的
経
費
の
徹
底
し
た
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
人
件
費
の
抑
制
、

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比

十
％
減
に
し
、
補
助
事
業
の
見
直
し

等
を
含
め
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
し

た
。 

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
村
四
役
の
給
料
を
十
％
、
議

会
議
員
の
報
酬
を
五
％
、
非
常
勤
の

特
別
職
の
報
酬
を
五
％
引
き
下
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
費
用
弁
償
の
う
ち
日

当
等
の
支
給
の
廃
止
も
行
い
ま
す
。 

  

　
水
道
料
金
は
受
益
者
負
担
が
原
則

で
す
。
こ
れ
ま
で
加
入
率
の
促
進
と

経
費
節
減
に
よ
り
料
金
を
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
が
、
適
正
な
負
担
の
確

保
・
安
定
供
給
・
健
全
経
営
に
努
め

る
た
め
に
料
金
の
引
き
上
げ
を
行
い

ま
す
。
（
10
ペ
ー
ジ
詳
細
掲
載
） 
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《主な事業》 

・有機センター建設事業　　　　　

　　　　　　　　　　215,435千円 
・県営中山間地域総合整備事業　　

　　　　　　　　　     21,125千円 
・分収造林事業 

　　　　　　　　　　  16,990千円 
・朝日産スギ材利用促進事業 

　　　　　　　　　　　 2,000千円 

　国の農業構造改革は、農業従事

者の減少・高齢化・耕作放棄地の

増大にあることから、全農家を対

象とした対策から「担い手」に対

象を絞り、経営全体に着目した対

策に転換するものです。さらに、

米政策改革の生産調整支援策は「農

地・水・環境の保全向上対策」を

新たに導入することとしています。

本村も、安心安全志向や環境に配

慮した資源循環型農業、良質な米

づくりの体制整備のために取り組

みます。 

　また、生産・加工・販売を結びつ

けた農業による雇用の場を確保し、

農家所得確保に努めていきます。 

　林業振興については、引き続き

林道の開設・改良、朝日産杉材利

用住宅等建築促進事業の独自支援

策を等を行い、優良材の生産、地

産地消に向けた施策を推進してい

きます。 

 

《主な事業》 

・道路新設改良舗装事業 

　　　　　　　　　   105,035千円 
・消防備品購入費 

　　　　　　　　　　  13,461千円 
・防災備品購入費 

　　　　　　　　　　　 2,237千円 
・配水管布設替工事等 

　　　　　　　　　　  31,087千円 

　道路網の整備については、多く

の要望がある中で緊急性等を考慮

しながら、計画的かつ継続的に進

めます。また、高速交通体系の早

期実現のために、関係機関、団体

と協力・連携を図っていきます。

冬期間の交通確保については、円

滑な道路除雪を実施し、生活の安

定確保を図っていきます。 

　消防防災対策では、大規模災害

を想定し、消防施設・備品の整備

拡充に努め、有事に備えた物資の

備蓄を引き続き実施します。近年、

全国的に多発傾向にある児童生徒

等の若年層の関係する犯罪を未然

に防止するため、防犯灯の設置を

さらに実施し、防犯・交通事故防

止に努めます。 

　常時、安全で安定した飲料水の

供給は不可欠です。下水道ととも

に加入率の向上と、効率的な管理

運営を図ります。 

《主な事業》 

・乳幼児医療費・老人医療費の扶助等 

　　　　　　　　　　  23,938千円 
・介護予防事業・包括支援事業等 

　　　　　　　　　　  11,919千円 
・出産祝い金等 

　　　　　　　　　　　 3,125千円 
・重度心身障害者医療費扶助等　　

　　　　　　　　　     84,937千円 

　村民の少子高齢化が進む中、健

康で幸せな生活は私たちの共通の

願いです。しかし、何らかの手助

けを必要とする人が増えているこ

とも現実です。地域の医療機関・福

祉施設と連携をとりながら、ホー

ムヘルパー派遣、ショートステイ、

デイサービス等の在宅介護及び施

設入所支援の充実や、寝たきり老

人などの家庭に対する介護支援に

も努めていきます。また、新たな

介護保険制度のもと地域包括支援

センターを立ち上げ、予防重視型

の介護予防サービスや地域支援事

業に取り組んでいきます。 

　子育て支援事業では、安心して

子供を産み、ゆとりを持って育て

られる保育環境の整備・充実を図

り、乳幼児の医療費助成・出産奨

励金支給のほか、新たに新生児に

対する紙おむつ支給事業を実施し

ます。 
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《主な事業》 

・旧長津小学校改修工事 

　　　　　　　　　　    7,207千円 
・やる気元気総合的学習支援事業　

　　　　　　　　　　　 2,500千円 
・朝日村文化事業団体補助金等 

　　　　　　　　　　  14,546千円 
・野球場内野補修工事等 

　　　　　　　　　　　 4,886千円 

　学力向上対策として、少人数学

習制の取り入れや特殊教育、総合

的学習の充実を図ります。また、

旧長津小学校２階部分を休日や長

期休業期間中の児童生徒の学習・

研修施設に改修し、学力向上と家

庭学習の定着を目指します。 

　通学対策では、集団での登下校

の徹底、冬季スクールバスの早期

開始を引き続き実施し、通学ボラ

ンティアの協力を得ながら、児童

生徒の通学の安全確保に努めてい

きます。 

　社会教育については、家庭、学

校、地域社会が一体となった社会

教育を推進し、朝日村生涯学習推

進プランに基づき、総合文化会館

と総合体育館の効率的な運用を図

りながら、健康体力づくり事業の

実施、個性と創造性を発揮できる

心豊かな人間形成づくりを目標に、

文化の薫り高い村づくりを推進し

ます。 

《主な事業》 

・総合情報ネットワークシステム整備事業

　　　　　　　　　   632,000千円 
・集落活性化推進事業 

　　　　　　　　　　　 2,000千円 

　村内全集落において、一人暮ら

し、高齢者世帯の安否確認、在宅

での健康管理、遠隔医療相談、遠

隔教育等の多様な住民サービスや

高速インターネット、地上デジタ

ル放送等、今後進む情報化社会に

も対応できる高速通信網の整備、

総合情報ネットワークシステム整

備事業を２ヶ年継続事業で実施し

ます。中山間地域である本村にと

っては、都市部に集中する様々な

情報資源を遠隔地にいながらにし

て有効利用できるメリットは大き

く、テレビの難視聴解消など地域

間格差の是正にとどまらず、都市

住民との交流、企業誘致の促進が

期待できます。 

　また、地域住民の創意と工夫、

自主性を育成・支援し、「住民主

導の村づくり」をさらに推進する

ため、集落活性化推進事業を継続

実施することにしました。 

（１８年度の年収が４００万円とみ

なした場合） 

  平成１８年度　一般会計予算より 

村の財政を家庭生活に例えると… 
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　介護保険制度がスタートして６年が経過し、介護保険制度は介護を必要とする人を社会全体で支える制度として定着

してきました。その一方で、要介護者の中でも軽度（要支援・要介護１）の人が急増しています。原因としては、高齢

による身体機能低下が多くみられます。今後、要介護者を増やさない、重度化させない取り組みや、在宅介護サービス

の拡充などが必要となります。今回の改正では、「介護予防」「自立支援」を強化し介護予防をすすめていくことを大

きな課題とし、制度本来の理念である「自立支援を実現すること」を目標としています。 
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　「地域包括支援センター」は、高齢者の皆さんが住みなれた地域で自立した生活を続けられるよう総合的・包括的支援

を行うところです。朝日村では、保健センターが「地域包括支援センター」の拠点となります。 

（※今までの「在宅介護支援センター」はなくなりました。） 

 

 
 

低所得者に配慮した新しい段階設定になりました。 
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忘れないで！  

犬の登録と狂犬病予防注射 犬の登録と狂犬病予防注射 
　皆さんが飼っている愛犬は、生涯一度の登録と、年一回必ず狂犬病の予防注射を受けることが

義務付けられています。次の日程で集合注射を行いますので、忘れずに接種を受けてください。 

　また、犬が死亡したときや飼い主・住所が変わったりしたときは、必ず届出が必要ですので、役

場住民生活課または注射会場においでください。併せて、犬の鑑札も役場までお返しください。 

●●集合注射以外で注射を受ける場合の料金●● 
 

 ・獣医師宅で予防注射を受ける場合 

　注射料金…１頭　4，100円 

・獣医師が訪問して注射を受ける場合（9月頃予定） 

　注射料金…１頭　5，000円 

●●狂犬病予防注射を行う獣医師●● 
 

獣 医 師 名 

江見左千夫 

小野　宏男 

鈴木　正芳 

加藤　　栄 

 

　 住　　　 所 

村上市羽黒町4-22 

村上市坪根122 

荒川町下鍛冶屋208-3 

神林村下助渕1583

　電 　　話 

５２－３２８６ 

５３－７１４７ 

６２－１６１９ 

６６－６６６４ 

生涯一度 毎年一回 

４月１７日（月） ４月１７日（月） ４月１８日（火） ４月１８日（火） ４月１９日（水） ４月１９日（水） 

農業研修会館 
9：00～9：50

中原公会堂 
10：00～10：25 

 
中野公会堂 
10：35～10：45 

 
 薦川公会堂 

10：55～11：05 
 

黒田公民館 
11：20～11：35

関口公会堂 
11：40～11：50 

 
 早稲田公会堂 

13：20～13：50 
 

北大平集落センター 
14：05～14：15 

 
高根区役場 
14：20～15：00

宮ノ下消防置場 
9：00～9：25 

 
猿沢コミュニティーセンター 
9：35～10：25 

 
板屋越公会堂 
10：35～11：20 

 
 塩野町公会堂 

12：40～13：20 
 

大須戸担い手センター前 
13：30～14：05 

 
蒲萄公会堂 
14：15～14：25 

 
 荒沢ふれあいセンター 

14：45～14：55 
 

にいがた岩船農協 
舘腰出張所敷地内 
9：00～9：50

大場沢公会堂 
10：00～10：30

瑞雲担い手センター 
10：40～11：00

小揚・土橋脇 
11：10～11：30 

 
石住公会堂 
11：40～12：05 

 
岩崩公会堂 
13：35～13：45 

 
 千縄公民館 

13：55～14：20 
 
 布部公会堂 

14：30～15：10 
 
 渡部警察犬訓練所 

15：30～15：45

●●集合注射日程表●● 

【対　象】 
◆登　録…まだ登録をしていない生後９１日以上の 

　　　　　すべての犬 

◆注　射…生後９１日以上のすべての犬 

 

【日　程】 
・日程表のとおり。 

・当日都合がつかない場合には、別の会場で受け 

　られます。 

・集合注射の日に都合がつかない人は、獣医師の 

　診療所で注射を受けてください。 

 

【料　金】（１頭につき） 
◆登録料金…３,０００円 

◆注射料金…３,１００円 

※おつりのいらないよう準備してきてください。 

 

【持ってくるもの】 
◆登録してある犬 

・注射料金 

・案内のはがき（押印し、はがき下欄の問診も必ず 

　記入してください。） 

※はがきは、４月上旬に送付いたしますが、届いて 

　いない方はご連絡ください。 

 

◆登録していない犬 

・印鑑 

・登録料金、注射料金 

・次の内容のメモ 
　（犬の種類、生年月日、毛色、性別、呼び名） 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 
住民生活課生活環境係 

（内線１１５） 
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
岩
船
地
域

広
域
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
で
設

置
・
維
持
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
成
17
年
12
月
５
日
交
付
） 

●
新
築
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日

　
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

●
既
存
住
宅
…
平
成
23
年
６
月
１
日

　
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

　
の
で
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

　
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
既
存
住
宅
と
は
、平
成
18
年
６
月
１

日
に
現
に
在
す
る
住
宅
ま
た
は
新
築
、

増
築
、
改
築
等
の
工
事
中
の
住
宅
を

い
い
ま
す
。） 

【
な
ぜ
設
置
が
必
要
な
の
？
】 

・
最
近
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が

　
増
加
し
て
い
ま
す
。 

・
死
者
の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
す
。 

・
死
亡
原
因
の
７
割
は
逃
げ
遅
れ
で

　
す
。（
特
に
就
寝
時
間
帯
に
多
い
） 

        

【
対
象
住
宅
】 

・
戸
建
住
宅
、店
舗
等
併
用
住
宅
、共

　
同
住
宅
、
寄
宿
舎
な
ど
全
て
の
住

　
宅
が
対
象
で
す
。 

（
た
だ
し
、自
動
火
災
報
知
設
備
や
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
等
の
設
置
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
） 

 〈
義
務
化
さ
れ
た
の
は
煙
式
〉 

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
乾
電

　
池
タ
イ
プ
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
ボ
ル
ト

　（
家
庭
用
電
源
タ
イ
プ
）が
あ
り
ま
す
。 

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
国
で

　
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
。 

 【
ど
こ
に
取
り
付
け
る
の
？
】 

・
寝
室
は
全
て 

・
寝
室
が
２
階
に
あ
れ
ば
２
階
の
階

　
段
に
も 

・
寝
室
が
１
階
（
避
難
階
）
だ
け
で
、

　
３
階
に
居
室
が
あ
れ
ば
３
階
に
も 

・
居
室（
７
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）が

　
５
室
以
上
あ
る
階（
寝
室
が
な
い
階
）

　
の
廊
下
に
も 

※
共
同
住
宅
な
ど
の
共
用
部
分
は
除

　
か
れ
ま
す 

 【
ど
の
よ
う
に
取
り
付
け
る
の
？
】 

・
天
井
に
設
置
す
る
場
合
は
、
壁
や

　
梁
か
ら
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

　
離
し
た
位
置 

・
壁
に
設
置
す
る
場
合
は
、天
井
か
ら

　
15
〜
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
位
置 

・
エ
ア
コ
ン
、
換
気
口
な
ど
の
吹
き

　
出
し
口
か
ら
1.5
メ
ー
ト
ル
以
上
離

　
し
た
位
置 

※
乾
電
池
タ
イ
プ
の
も
の
は
取
り
付

　
け
資
格
な
ど
は
必
要
な
く
、
誰
で

　
も
設
置
で
き
ま
す
。 

 【
ど
こ
で
買
え
る
の
？
】 

・
お
近
く
の
消
防
設
備
販
売
店
な
ど

　
で
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

　
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店
な
ど

　
で
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

　
り
ま
す 

・
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
は
、
工

　
務
店
や
施
工
会
社
に
ご
相
談
く
だ

　
さ
い 

・
乾
電
池
タ
イ
プ
で
、お
お
む
ね
１
個

　
６
千
円
か
ら
１
万
円（
定
価
）で
す 

 【
日
頃
の
手
入
れ
は
？
】 

〈
乾
電
池
タ
イ
プ
〉 

・
交
換
期
限
が
き
た
ら
交
換
す
る
。（
電

　
池
切
れ
の
注
意
音
が
出
た
ら
電
池

　
交
換
を
す
る
） 

・
頻
繁
に
警
報
音
が
鳴
る
と
き
は
、

　
取
り
付
け
位
置
を
変
更
す
る
（
大

　
量
の
湯
気
も
感
知
す
る
の
で
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
） 

・
燻
煙
式
殺
虫
剤（
バ
ル
サ
ン
な
ど
）

　
を
使
用
す
る
と
き
は
、
一
時
的
に

　
取
り
外
し
て
お
く  

   

　
消
防
署
で
は
火
災
警
報
器
等
の
斡

旋
・
販
売
を
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置

義
務
化
を
契
機
と
し
て
不
適
正
な
価

格（
市
場
価
格
を
超
え
た
高
額
な
価
格
）

に
よ
る
販
売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

（
火
災
警
報
器
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
対
象
で
す
）  

 《
お
問
い
合
わ
せ
先
》 

・
岩
船
地
域
広
域
事
務
組
合 

　
　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
予
防
課 

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
５
３
・
７
２
２
２ 

・
岩
船
地
域
広
域
事
務
組
合 

　
　
　
　
　
　
　
消
防
署
朝
日
分
所 

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
７
２
・
１
２
４
０ 

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室 

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

　
　
　
０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１
１

　 

鑑定マークの付いた機器をえらびましょう！ 

平成１６年 

住宅火災による 
死者の占める高齢者の割合 

65歳以上高齢者 
死者数590人 

その他 
488人 

43.2％ 56.8％ 

自宅火災の死者数 
1,038人 
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水
道
事
業
は
、
飲
料
水
の
安
定
供

給
と
生
活
用
水
の
利
便
性
の
向
上
を

確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
料
金
を

据
え
置
き
、
加
入
率
の
促
進
と
経
費

の
節
減
に
努
め
な
が
ら
、
老
朽
管
の

更
新
や
水
量
の
確
保
な
ど
質
的
な
向

上
と
効
率
的
な
管
理
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
投
資
的
経
費
や
維
持

管
理
費
の
増
加
な
ど
現
行
料
金
で
は

事
業
を
運
営
し
て
い
く
の
が
困
難
な

状
況
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
村
で
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
・

安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給
を
続
け

る
た
め
、
料
金
の
改
定
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

な
お
、
新
料
金
は
平
成
18
年
５
月
使

用
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。 

　
今
後
も
経
費
の
節
減
を
図
り
、
健

全
経
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
い
わ
ふ
ね
村
上
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、村
上
・
岩
船
地
域
内
の

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
撮
影

に
適
し
た
場
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら「
こ
こ
は
、こ
ん
な
シ
ー
ン
の
撮

影
に
使
え
る
ね
」
と
言
う
場
所
を
推

薦
し
て
い
た
だ
く
、「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
イ
ベ
ン
ト
を
下
記

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

◎
テ
ー
マ 

　
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
写

真
の
た
め
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
発
見 

　
「
い
わ
ふ
ね
村
上
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
１
０
０
〜
マ
イ
ス
ト
ー
リ
ー
の

あ
る
風
景
〜
春
編
・
夏
編
・
秋
編
・
冬

編
」 

◎
対
象
者 

　
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
、写
真
に
よ

り
応
募
可
能
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。 

◎
募
集
期
間 

・
春
季
分
…
18
年
６
月
30
日
〆
切 

　（
春
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
） 

・
夏
季
分
…
９
月
30
日
〆
切 

　（
夏
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
） 

・
秋
季
分
…
12
月
31
日
〆
切 

　（
秋
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
） 

・
冬
季
分
…
19
年
４
月
30
日
〆
切 

　（
冬
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
） 

※
そ
れ
ぞ
れ
〆
切
日
の
消
印
有
効
と

　
し
ま
す
。 

◎
応
募
方
法 

　
写
真（
印
刷
物
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
程
度
、

デ
ー
タ
の
場
合
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
引

き
伸
ば
し
て
も
十
分
に
見
る
に
耐
え

る
も
の
）
に
１
０
０
文
字
前
後
の
マ

イ
ス
ト
ー
リ
ー
を
付
け
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
写
真
に
は
、写
し
た
場
所（
住
所
）・

時
間
・
建
造
物
等
の
場
合
は
名
称
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
村
上
・
岩
船
地
域
内
の
風
景
や
建

造
物
等
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

他
地
域
の
写
真
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先 

　
〒
９
５
８
ー
８
５
０
１ 

　
村
上
市
三
之
町
１
ー
１ 

　
村
上
市
観
光
協
会
内 

　
い
わ
ふ
ね
村
上 

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
窓
口 

　
電
　
話
／
５
３
・
２
１
１
１ 

　
　
　
　
　（
内
線
３
４
３
） 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
５
３
・
３
８
４
０ 

　
Ｅ
メ
ー
ル 

　kanko-343

＠city.m
urakam

i.niigata.jp 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　h
ttp
://w
w
w
.m
u
-cci.o

r.jp
/fc/
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村
職
員
人
事
異
動 

　
四
月
一
日
付
け
で
課
の
統
廃
合
と
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
特
別
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
完
了
等
に
伴
い
、
今
後
は
維
持
管

理
・
加
入
促
進
の
事
務
が
主
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
務
事
業
の
類
似
性
を

考
慮
し
、
建
設
課
と
水
道
課
が
統
合
、「
建
設
水
道
課
」
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
上
で
、
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
学
校

教
育
課
と
社
会
教
育
課
が
統
合
さ
れ
、
「
教
育
課
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。
次
の
新
体
制
で
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。 

※
係
長
以
上
を
掲
載（
　
）は
前
所
属 

◆
企
画
課 

　
課
　
長
　
増
子
　
太
平（
建
設
課
） 

　
補
　
佐
　
板
垣
　
恵
一 

　
係
　
長
　
　
橋
ま
ち
子（
商
工
観
光
課

） 

　
係
　
長
　
岩
沢
　
深
雪（
水
道
課
） 

 

◆
総
務
課 

　
課
　
長
　
板
垣
　
一
弘（
保
健
福
祉
課

） 

　
補
　
佐
　
吉
村
　
和
昭 

　
　
　
　
　（
岩
船
地
域
広
域
事
務
組
合
） 

　
係
　
長
　
小
池
　
一
栄（
産
業
課
） 

　
係
　
長
　
船
山
　
幸
文（
水
道
課
） 

　
係
　
長
　
板
垣
　
　
強 

 

◆
住
民
生
活
課 

　
課
　
長
　
佐
藤
　
多
悦（
商
工
観
光
課

） 

　
補
　
佐
　
大
滝
　
清
考（
産
業
課
） 

　
副
参
事
　
横
山
　
典
子（
保
健
福
祉
課

） 

　
係
　
長
　
田
村
　
み
い（
保
健
福
祉
課

） 

　
係
　
長
　
園
部
　
裕
昭 

 

◆
税
務
課 

　
課
　
長
　
本
間
　
誠
一 

　
補
　
佐
　
板
垣
　
　
圭（
総
務
課
） 

　
副
参
事
　
富
樫
　
忠
彦（
社
会
教
育
課

） 
　
係
　
長
　
太
田
　
　
潔 

　
係
　
長
　
五
十
嵐
忠
幸 

 

◆
産
業
課 

　
課
　
長
　
佐
藤
　
健
吉 

　
補
　
佐
　
遠
山
　
昭
一 

　
補
　
佐
　
渋
谷
　
直
喜（
商
工
観
光
課

） 

　
係
　
長
　
鈴
木
　
健
次（
総
務
課
） 

　
係
　
長
　
中
嶋
　
琢
也 

 

◆
商
工
観
光
課 

　
課
　
長
　
板
垣
　
寿
弘（
社
会
教
育
課

） 

　
補
　
佐
　
菅
井
　
晋
一 

　
副
参
事
　
貝
沼
　
一
博（
社
会
教
育
課

） 

 

◆
建
設
水
道
課 

　
課
　
長
　
増
子
　
要
作（
水
道
課
） 

　
補
　
佐
　
小
池
　
瑞
彦（
水
道
課
） 

　
補
　
佐
　
海
沼
　
順
一（
建
設
課
） 

　
副
参
事
　
富
樫
　
政
直 

　
　
　
　
　（
岩
船
地
域
広
域
事
務
組
合
） 

　
係
　
長
　
　
橋
　
和
憲（
建
設
課
） 

　
係
　
長
　
菅
原
　
和
英（
水
道
課
） 

 

◆
保
健
福
祉
課 

　
課
　
長
　
小
田
　
政
秋（
住
民
生
活
課

） 

　
補
　
佐
　
齋
藤
　
泰
輝 

　
副
参
事
　
佐
藤
　
英
子（
税
務
課
） 

　
副
参
事
　
稲
葉
真
知
子（
住
民
生
活

課
） 

　
副
参
事
　
板
垣
　
仁
子 

 

◆
会
計
課 

　
課
　
長
　
富
樫
　
真
理 

　
係
　
長
　
佐
藤
　
禎
子 

 

◆
議
会
事
務
局 

　
局
　
長
　
遠
山
　
庄
一 

　
補
　
佐
　
渡
辺
　
慶
子 

 

◆
教
育
課 

　
課
　
長
　
大
滝
　
和
春（
学
校
教
育
課

） 

　
補
　
佐
　
中
山
　
和
衛（
社
会
教
育
課

） 

　
補
　
佐
　
岡
田
比
登
志（
社
会
教
育
課

） 

　
副
参
事
　
大
滝
タ
カ
子（
住
民
生
活
課

） 
　
係
　
長
　
富
樫
　
秀
之（
社
会
教
育
課

） 
　
係
　
長
　
菅
原
　
　
明（
学
校
教
育
課

） 

 

◆
岩
船
地
域
広
域
事
務
組
合
へ
転
出（
派
遣
） 

　
補
　
佐
　
　
橋
　
芳
光（
企
画
課
） 

　
係
　
長
　
齋
藤
　
　
保（
建
設
課
） 

 

●
退
職
者 

　
三
月
三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
、

次
の
方
が
退
職
さ
れ
ま
す
。
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

（
　
）は
退
職
前
の
所
属
等 

・
大
田
　
茂
安（
企
画
課
） 

・
横
山
　
裕
康（
総
務
課
） 

・
菅
井
　
タ
イ（
塩
野
町
共
同
調
理
場
） 

・
海
沼
紀
代
子（
住
民
生
活
課
） 

・
小
田
富
美
子（
税
務
課
） 

・
本
間
美
代
子（
企
画
課
） 

・
小
田
や
よ
い（
建
設
課
） 

・
小
田
　
恭
子（
企
画
課
） 

・
貝
沼
　
和
子（
総
務
課
） 

・
本
間
千
代
美（
社
会
教
育
課
） 

・
岡
田
智
恵
子（
三
面
保
育
園
） 

・
斎
藤
　
彰
子（
舘
腰
保
育
園
） 

 

●
新
採
用（
所
属
・
氏
名
・
集
落
） 

【
一
般
行
政
職
】 

　
建
設
水
道
課
　
　
橋
ひ
と
み（
猿
沢
） 

　
住
民
生
活
課
　
野
村
　
真
紀（
高
根
） 
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平
成
十
七
年
度 

文
芸
作
品
最
優
秀
賞 

●
短
歌 

　
日
々
紙
面
暗
き
記
事
の
み
多
き
中
ほ
っ
と
和
め
る
宮
様
の
婚 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
大
須
戸
　
中
山
ヤ
イ 

　
こ
の
句
は
、五
七
五
の
頭
に「
あ
」が
置
か
れ
て
い
る
。声
に
出
し
て
読
ん
で
頂
き
た
い
。「
冴

え
返
る
」で
、天
気
続
き
で
生
気
が
衰
え
た
あ
じ
さ
い
が
雨
で
再
び
生
気
を
取
り
戻
し
た
姿
が

浮
か
ん
で
く
る
。 

〈
類
句
〉あ
ぢ
さ
ゐ
の
病
む
に
似
れ
ど
も
青
が
好
き 

●
川
柳 

　
マ
ッ
タ
無
し
行
事
の
声
に
又
マ
ッ
タ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
瑞
　
雲
　
小
池
要
一 

　
何
回
か
の
仕
切
り
直
し
の
後
、行
司
が「
待
っ
た
無
し
」を
告
げ
た
。力
士
に
は
耳
に
入
ら
な

い
の
か
又
待
っ
た
を
し
た
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
句
。下
の
句
の「
又
」が
よ
く
効
い
て
い
る
。

こ
れ
が
無
け
れ
ば
単
な
る
説
明
句
で
面
白
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

し
も 

●
俳
句 

　
雨
来
り
あ
じ
さ
ゐ
の
青
冴
え
返
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
下
新
保
　
横
井
與
一 

き 

た 

　
毎
日
の
よ
う
に
続
く
暗
い
記
事
に
、国
民
は
遣
る
瀬
な
い
思
い
で
い
る
。と
こ
ろ
が
そ
の
気

分
を
和
め
る
記
事
が
出
た
。天
皇
の
長
女
清
子
様
の
結
婚
で
あ
っ
た
。「
暗
き
記
事
」「
多
き
中
」

「
婚
」と
カ
行
の
澄
ん
だ
音
が
多
く
、歌
を
清
か
に
し
て
い
る
。 

や 

き 

さ
や 

さ
や 
お
ん 

こ
ん 

く
ら 

・ 

・ 

づ
ら 

こ
と
わ
ざ 

〜
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
方
へ
〜 

一
、
多
く
の
文
芸
作
品
を
読
ん
で
頂
き
た
い
。 

　
三
月
九
日
の
あ
る
新
聞
の
文
芸
作
品
は
、 

●
戦
争
を
し
な
け
り
ゃ
軍
事
費
要
り
も
せ
ず
談
合
な
け
れ
ば

　
無
駄
金
要
ら
ず
（
短
歌
） 

●
駅
弁
の
箸
の
短
し
冬
田
面
（
俳
句
） 

●
外
出
も
旅
行
も
し
た
く
な
る
諭
吉
（
川
柳
）
で
あ
っ
た
。 

二
、
多
く
作
っ
て
ほ
し
い
。 

　
諺
に
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
が
あ
る
。
ど
ん

　
な
名
作
家
で
も
初
め
か
ら
立
派
な
作
品
が
あ
っ
た
の
で
は

　
な
い
。
多
く
読
み
、
多
く
作
っ
て
初
め
て
大
家
に
な
っ
た

　
の
だ
。
焦
ら
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
楽
し
く
続
け
る
こ
と

　
が
大
切
。 

三
、
基
本
は
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
。 

　
俳
句
、
川
柳
は
形
は
全
く
同
じ
だ
が
、
俳
句
に
は
少
し
ば

　
か
り
約
束
が
あ
る
。
一
句
の
中
に
一
つ
の
季
語
を
入
れ
る

　
こ
と
で
あ
る
。
前
出
の
俳
句
の
「
冬
田
面
」
が
季
語
で
、

　
季
節
を
表
す
こ
と
ば
。 

四
、
俳
句
歳
時
記
（
季
語
の
解
説
書
）
を
買
っ
て
頂
き
た
い
。

　
例
句
が
載
っ
て
い
て
参
考
に
な
る
。 

広報文芸作品選考員 

佐　藤　久　恵 
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眠っていた古布に 
　　　　　新しい息吹を 
　 ～古布の端切れで布絵を作成～ 

板 垣 シ ン さん （上中島） 

　
古
布
で
蕗
谷
虹
児
の
世
界
を
描
く

板
垣
シ
ン
さ
ん
の
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
、
四
月
十
日
ま
で
岩
船
広
域
情
報

セ
ン
タ
ー（
村
上
市
）の
図
書
館
入
り

口
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

古
布
の
端
切
れ
を
利
用
し
て
、
蕗
谷

虹
児
の
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
し

た
布
絵
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。
同

セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
等
を
訪
れ
る
利

用
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

　
シ
ン
さ
ん
が
独
学
で
布
絵
制
作
を

始
め
た
の
は
平
成
十
三
年
の
頃
。
暦

を
飾
っ
て
い
た
蕗
谷
虹
児
の
「
花
嫁

人
形
」を
見
て
、
“
作
っ
て
み
た
い
”

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
蕗
谷
虹
児
の
作
品

は
大
好
き
で
、
以
前
、
蔵
の
片
づ
け

を
し
た
際
、
長
持
ち
の
箱
の
中
か
ら

た
く
さ
ん
の
端
切
れ
が
出
て
き
た
の

を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
布

絵
を
作
っ
て
み
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま

し
た
。 

　
布
絵
と
は
、
下
絵
を
描
き
、
絵
の

具
の
代
わ
り
に
日
本
の
古
い
布
（
着

物
、
帯
、
手
拭
い
な
ど
）
を
使
用
し

て
情
景
や
人
物
な
ど
を
表
現
し
て
い

く
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
昭
和

初
期
に
作
ら
れ
た
布
を
使
う
た
め
、

時
代
を
重
ね
て
出
る
色
合
い
や
、
今

で
は
見
ら
れ
な
い
色
柄
の
効
果
で
、

新
し
い
布
で
は
で
き
な
い
色
彩
が
表

現
で
き
ま
す
。
江
戸
や
明
治
、
大
正

か
ら
昭
和
初
期
の
時
代
を
歩
ん
だ
古

布
は
、
華
や
か
な
時
代
と
ロ
マ
ン
を

感
じ
さ
せ
、
蕗
谷
虹
児
の
世
界
に
上

手
く
と
け
込
ん
だ
仕
上
が
り
を
見
せ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

　
独
学
で
作
り
出
す
布
絵
は
、
布
と

の
り
だ
け
で
作
り
ま
す
。
ま
つ
げ
の

一
本
一
本
や
細
か
い
し
わ
ま
で
も
ハ

サ
ミ
に
よ
る
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
表
現

し
、
一
切
ペ
ン
で
書
き
は
し
ま
せ
ん
。

そ
の
時
々
に
よ
り
、
絵
を
決
め
て
か

ら
布
を
選
ん
だ
り
、
布
を
選
ん
で
か

ら
絵
を
決
め
た
り
し
ま
す
。
し
ん
さ

ん
の
作
品
は
、
花
や
果
物
、
茶
碗
、

動
物
、
そ
の
土
地
土
地
の
風
俗
な
ど
、

種
類
は
様
々
。
一
作
品
を
二
日
ほ
ど

で
仕
上
げ
、
今
で
は
そ
の
作
品
数
は

一
五
〇
点
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。 

　
作
品
は
人
伝
え
に
評
判
を
呼
び
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
出
品
の
依
頼
が
殺

到
し
ま
し
た
。
先
月
も
、
新
発
田
市

の
わ
び
助
、
村
上
中
央
郵
便
局
、
そ

し
て
岩
船
広
域
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

と
、
三
カ
所
で
展
示
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
小
さ
な
古
布
の
端
切
れ
が
、
シ
ン

さ
ん
の
手
に
か
か
り
大
作
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
シ
ン
さ
ん
は
、
「
古

布
の
織
、
色
に
改
め
て
魅
了
さ
れ
て

い
ま
す
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
、
心
温

ま
る
こ
れ
ら
の
着
物
の
端
切
れ
は
一

点
物
。
大
事
に
使
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
見
の
価
値
あ
り
。
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

▲4月10日まで岩船広域教育情報センターで展示している。 
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朝日村で開催されたイベントや地域の話題、

人、声、作品などを紹介します。身近な情報

や掲載写真の問い合わせなどはこちらへ。 

 

朝日村役場  企画課  広報担当まで 

ＴＥＬ　７２－０１１１ 

kikaku@vill.asahi.niigata.jp

　朝日村文化協会（遠山政好会長）主催の「素人カラオケのど自慢」

が総合文化会館で開催されました。今年で８回目を数えるこのイベ

ントも回を重ねるごとに出演者のレベルも上がり、それを一目見よ

うとする来場者も開場前から長蛇の列を作る盛況ぶり。開演と同時

に立ち見が出るほど会場は超満員でした。 

　出演者には、カラオケ愛好会会員はもとより、踊り子やのど自慢

など３５組が集いました。それぞれ思い思いのコスチュームや着物

をまとい、自慢の歌声と優美な舞を披露する出演者に、会場からは

大きな拍手が送られていました。 

村
の
芸
能
人
大
集
合 

　
　
〜
素
人
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
〜 

 3 / 5 
 （日） 

2/26 
 （日） 

冬の楽しみ方、体験様々 
～ホワイトステージ in たかね遊・悠・友～ 

　冬の高根を満喫する、高根フロンティアクラブ（相馬八郎会長）

主催の「ホワイトステージinたかね遊・悠・友」が開催されまし

た。今冬の大雪は「平成１８年豪雪」と命名され、過去、大雪に

名前が付いた「昭和３８年１月豪雪」から４３年ぶりのことです。

会場にも１．５ｍほどの積雪が残り、今年の大雪を伺わせていま

した。当日は雨が降るあいにくの天候でしたが、来場者はバナナ

ボート体験やゲーム大会、冬の天蓋高原へのスノーモービルツア

ー等を体験しました。 

　降雨により翌日に延期された花火では、「子どもの成長を願っ

て」「４２の歳祝いに」等、それぞれの思いを込めた花火１５発

が打ち上げられ、澄んだ空気と白銀の雪原により、夏の花火とは

装いの違う大輪の花を咲かせていました。 
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　「縄文の里・朝日」で雪国の楽しさを体験してもら

うイベントが開催されました。最初に参加者５０人が

挑戦したのは“やまもち作り”。郷土料理「やまもち」

は、秋の農作業の労をねぎらい、その収穫を祝って作

られるものです。係の説明を受けた子供と保護者は、

一生懸命やまもち作りに挑戦していました。あいにく

の雨で“かまくら作り”は中止になりましたが、あら

かじめ準備しておいた大きなかまくらの中でスルメを

焼き、かまくら内部の居心地の良さを味わっていました。 

 雪上宝探し・スノースライダーで遊んだ後は、自分

たちで作ったアツアツの「やまもち」と「甘酒」に舌鼓。

美味しいご馳走で冷えた体を暖め、休日のひとときを

楽しそうに過ごしていました。　 

〜
か
ま
く
ら
＆
や
ま
も
ち
作
り
体
験
〜 
食
と
遊
で
雪
国
を
体
験 

ぶどうのエア№１は誰の手に 
～蒲っとびカップ なんちゃってエア大会～ 

　ぶどうのエア№１を決める「蒲っとびカップ なんち

ゃってエア大会」がぶどうスキー場で行われました。当

日は雪交じりの雨が降るあいにくのコンディションでし

たが、２３人が参加し頂点を目指して競い合いました。 

　ジャッジは参加者全員が努め、総得点による上位１０

人が準決勝へ。準々決勝からはワンマッチ方式で行われ、

中には兄弟対決も見られるなど、大会は大いに盛り上が

っていました。 

 優勝は、先月「ズームアップ」で紹介した中野理さん。

入賞者への副賞や参加賞に、観光協会やムラサキスポー

ツ新潟店などから、ゴーグル・スノーボード・お食事券

など、たくさんの商品が送られました。 

〜
大
葉
沢
郷
土
史
「
大
葉
澤
誌
」
発
刊
〜 

大
場
沢
の
昔
を
次
世
代
に
残
す 

 2/26 
 （日） 

 2/26 
 （日） 

　主に中世から現代までの大場沢の歴史を集約した「大

葉澤誌」が発刊され、２月２６日、大場沢会館にて

お披露目会が行われました。 

　発刊に踏み切ったきっかけは、平成１６年度から

行われている、集落が主体となった事業に対する助

成事業の「集落活性化事業」。集落で事業案のアン

ケートを集計した結果、「県道の植栽」「交通安全

啓発看板の設置」、そして「集落の歴史を残す」の

３つが決まった。編纂委員長は　橋石五郎さんが務め、

１５人の編纂委員で作業を分担し作成に取りかかり

ました。大葉澤誌は、その名が出てくる１５０９年

頃の中世から近代を中心とした年表にこだわりを見せ、

鮎川氏と共に繁栄を見せた集落の文化・農業・風俗

を凝縮。地元を離れ活躍している人も掲載するなど、専門の研究者も顔負けの１冊に仕上がりました。 

　その完成度に問い合わせも殺到。編纂委員長の　橋さんは「時代の背景を考えながら読まれるように構成

した。子どもたちに集落の歴史を知ってもらいたいし、地元を知る大事な教材になってもらえば」と話して

いました。大場沢区長の鈴木嘉榮武さんは「発刊が終わりではない。今後、大場澤城や鮎川氏の研究等、裾

野を広げたい」と、次の取り組みに意欲を見せています。大場沢の歴史をひも解く１冊。総合文化会館の図

書館で貸出されています。 

高 

高 

 3/12 
 （日） 
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【作り方】 

①長芋は５cm位に切って茹で、箸が通ったら取
　り出し皮をむき、すり鉢でする。 
②水に戻した寒天をしっかり絞り、鍋（厚手のもの）
　に入れ、水と牛乳を加え火にかけ、箸でかき混
　ぜながらふきこぼれないように弱火で完全に
　煮溶かす。 
③一度火を止め、①と砂糖、塩を加えて火にかける。
　焦げないようにヘラでかき混ぜながら一煮立
　ちさせ、火から下ろし流し箱に移す。 
④食紅はほんの少し水で溶き、割り箸の先端に
　付け、中まで通るようにちらし描きして固める。 
⑤固まったら好みの形に切る。 
※図のように切り、水糸で回し切りすると、きれ
　いな松型に出来上がります 

★簡単な手作り料理や皆さんのお宅の自慢
　料理を募集しています。ご紹介いただける
　方はご連絡ください。 
　役場企画課広報係　℡72-0111（内線211） 

《一人分の栄養価》 
エネルギー 198kcal 
たんぱく質　 2.5ｇ 
脂質　　　　 1.2ｇ 
塩分　　　　  1.0ｇ 
カルシウム   244m

・寒天…………１本
・長芋…………230g
・牛乳………200cc
・水……………70cc

・塩……………少々
・食紅…………少々
・砂糖…………230g
　 

【材料】６人分 

大田　洋子さん 
（黒　田） 

私が紹介します！ 

かぞく 

わが家のかわいい 

 

5cm
2.5cm

2cm

7cm

【切り方】 

総務大臣から表彰される 
　朝日村選挙管理委員長の横井敏雄さん（檜原）が、昨年９月１１日執行の「第４

４回衆議院議員総選挙」にあたり、職務に精通し、その功績が特に顕著と認めら

れた者として総務大臣から表彰、村長か

ら賞状の伝達を受けました。 

　横井さんは、通算１５年間の永きにわ

たり朝日村選挙管理委員会の業務・各種

選挙の執行に携わり、先の衆議院議員総

選挙では期日前投票制度の周知等による

投票率の向上・啓発に努められ、前回を

上回る投票率に多大な貢献を果たしたこ

とが認められたものです。おめでとうご

ざいました。 

 

 

おめでとうございます！ 
　工業統計調査等、経済産業省所管統計調

査の調査員としての永年の功績により、　

橋章平さん（中新保）に経済産業大臣から感

謝状が贈呈され、３月１４日、村長から感

謝状の伝達が行われました。 

　　橋さんは、平成２年から調査員として

活躍され、その功績が評価されたものです。 

　おめでとうございました。 

高 

高 

「１回飲むだけで脳卒中予防！？」 
《１人分の作り方》 

①鶏　卵………１（白味だけ） 

②ふきの葉汁…小さじ３杯 
（ふきの葉の生を3～4枚刻んですり潰し、
　それを濾した汁。ただし、ツワブキはダメ） 

③清　酒………小さじ３杯（焼酎はダメ） 

④梅　漬………１個をすり潰す 
（土用干した梅干はダメ。塩漬けにして
　軟らかくなったもの） 

《ワンポイント》 

・順番に入れること。できるだけ１
　品入れる前によくかき混ぜること。 

・これからの季節、梅、ふきの葉はた
　くさん出てきますので、よろしか
　ったらお試しを。 

 私は昨年作って飲みました。長生き
したいので、今年も作って飲もうと思
っています。西村美緒子（横浜市） 

広報あさひ愛読者 
西村さんからの情報！ 
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横
井
　
與
一 

 

斎
藤
　
フ
ミ 

 

太
田
　
ト
イ 

 

小
田
二
三
子 

 

島
田
　
良
子 

下
新
保 

 

小
　
揚 

 

桧
　
原 

 

下
新
保 

 

下
新
保 

●

短
　
歌 

●

川
　
柳（
自
由
） 

富
樫
美
留
子 

佐
藤
　
郁
子 

大
滝
　
静
男 

中
山
ソ
イ
子 

中
山
　
ヤ
イ 

早
稲
田 

寺
　
尾 

宮
ノ
下

大
須
戸 

大
須
戸 

●

川
　
柳（
郵
便
局
） 

板
垣
　
正
義 

大
滝
　
静
男 

青
山
ケ
イ
子 

貝
沼
　
ユ
キ 

斎
藤
金
次
郎 

高
　
根 

宮
ノ
下 

中
　
原 

堀
　
野 

小
　
揚 

●

俳
　
句 

小
田
　
厚
子 

羽
田
　
ミ
チ 

大
滝
　
政
治 

齋
藤
　
金
吾 

島
田
ス
エ
子 

下
新
保 

桧
　
原 

板
屋
越 

寺
　
尾 

下
新
保 

私
の
文
芸
作
品

文
芸
作
品 

私
の
文
芸
作
品

文
芸
作
品 

私
の
文
芸
作
品 

島田哲成 さん 

（下新保） 

文
芸
作
品
募
集
　
自
由
題
で
短
歌
、俳
句
、川
柳
。た
だ
し
、川
柳
は
課
題
と
二
本
立
て
で「
悠
悠
」。 

　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
／
四
月
十
日
必
着
　
朝
日
村
役
場
企
画
課
宛
て 

お
雛
様
片
付
け
急
か
す
老
婆
心 

ま
と
め
し
句
老
化
手
助
け
忘
れ
去
る 

や
れ
や
れ
が
未
だ
未
だ
続
く
喜
寿
の
坂 

捨
て
難
い
一
字
違
い
の
外
れ
く
じ 

豪
雪
の
惜
し
み
失
せ
る
風
の
花 

雪
解
け
の
心
や
す
ら
ぐ
川
の
音 

雨
垂
れ
の
音
聞
き
な
が
ら
春
を
待
つ 

干
し
大
根
幹
に
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
ら
れ
を
り 

道
標
こ
こ
は
我
が
村
鳥
帰
る 

雪
囲
い
解
け
ば
庭
木
も
万
歳
す 

し
る
べ 

ゆ
う
ゆ
う 

せ 

ひ
な 

ま 

う 

ま 

民
営
化
郵
便
局
は
何
色
に 

局
舎
に
も
程
よ
く
並
ぶ
地
場
み
や
げ 

郵
便
局
民
営
化
し
て
ホ
ッ
ト
だ
ね 

年
金
が
来
た
よ
と
招
く
局
の
人 

疑
義
残
る
郵
便
局
の
民
営
化 

自宅で「島田はりマッサージ治療院」を開業しています。按摩
指圧マッサージ師、はり師、きゅう師の免許を取得し、新潟市
で６年間、ここで８年間の計１６年間この仕事をやっています。
治療には“これでいい”という事はない。治療する側、治そうと
する側の両方が納得し、そこに近づけるように丁寧にやって
います。 

今どこにお勤めですか？ 

Ａ． 

趣味はいろいろあります。特にカラオケ。先日、総合文化会館
で行われた素人カラオケのど自慢に出演し、１８番の「ふるさ
との四季」を歌いました。人前で歌うのは緊張するけど、気持
ちいいですね。あとはボーリング。最高アベレージは１４３で
す。最近はまっているのが、ラジオ番組にメールを送ること。
リスナーって多いと思いますけど、私の送ったメールの採用
率が何故か良いんですよ。 

趣味は？ 

Ａ． 

私は、親元を離れた期間が長いため、朝日村の細かいところま
ではよく分かりません。私意と言えば、私は目が不自由なため、
外出する際はヘルパーやボランティアの助けが必要ですが、
もう少し利用がしやすい方が良いような気がします。たとえば、
世帯形態に関係なく、電話１本で利用できるとか。法律や制度
がそうさせているのであれば、変えていただきたい。 

どんな村になってほしいですか？ 

Ａ． 

次のバトンをどなたに？ 

Ａ． 塩野町の近藤八重子さんを紹介します。 

冬
晴
れ
の
朝
に
輝
く
越
後
富
士
見
馴
れ
し
山
も
神
神
し
く
見
ゆ 

 

今
年
こ
そ
栄
養
野
菜
作
ら
ん
と
肥
料
ど
っ
さ
り
収
穫
を
待
つ 

 

大
雪
に
野
山
も
見
え
ず
気
も
暗
い
雪
国
の
人
人
い
か
に
い
ま
す
か 

 

車
窓
か
ら
富
士
を
眺
む
る
旅
に
出
づ
雄
雄
し
き
姿
心
癒
さ
る 

 

凍
み
渡
り
白
き
視
界
を
真
っ
直
ぐ
に
ギ
シ
ギ
シ
歩
く
早
春
の
朝 

ふ
　
じ 

し 

ひ
　
と 

～斎藤勘悦さん１００歳を迎える～ 

今でも現役。県内最長齢の原付ライダー！ 

　斎藤勘悦さん（岩沢）が１００歳を迎え、村長から記念品

と朝日村長寿福祉金支給条例に基づき１００万円が送られ

ました。斎藤さんは今年初めての１００歳達成者。昨年１

２月の板垣久四郎さん（黒田）に続き、平成４年度に朝日村

長寿福祉金支給条例が制定されて以来１４人目にあたります。

斎藤さんは、顔色も良く耳も達者。自分のことは自分でし

ないと気が済まない主義で、今でも洗濯を１人でするそう

です。１００歳のお祝いには孫娘３人も駆けつけ、普段無

口な斎藤さんも目を細め喜んでいました。 

　元気な斎藤さんの趣味はバイク乗り。９５歳までゲート

ボールをしていたその運動センスで、冬以外は今でも原付

バイクを乗り回しています。「県内では例がない」という１

００歳で現役ライダーの斎藤さんに、３月１日、村上警察

署交通安全課長さんから更新されたゴールド免許証が直接

手渡され、交通安全協会長からは記念品が贈呈されました。

※斎藤さんは、送られた朝日村長寿福祉金の一部を、朝日

　村社会福祉協議会に寄付されました。ありがとうござい

　ました。 
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平
成
17
年
度
ま
で
、子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」と「
一
時

保
育
」は
塩
野
町
保
育
園
で
開
設
し
、

多
勢
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
会
場
を
高
南

保
育
園
に
移
し
、
４
月
６
日
か
ら
開

設
い
た
し
ま
す
。 

　
今
後
も
、
家
庭
で
子
育
て
を
さ
れ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。 

〈
一
時
保
育
〉 

●
こ
ん
な
時
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
満
１
歳
以
上
の
未
就
園
児
で
、
普

　
段
保
育
を
し
て
い
る
人
が
病
気
や

　
け
が
・
介
護
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た

　
め
、
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が

　
出
来
な
く
な
っ
た
時
。 

●
利
用
日
数 

　
原
則
と
し
て
、
１
回
の
申
請
に
つ

　
き
５
日
間
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

●
利
用
料 

　
・
１
日
利
用
…
１
、５
０
０
円 

　
　
午
前
８
時
30 
分
〜
午
後
４
時 

　
　
給
食
あ
り 

　
・
半
日
利
用
… 

７
５
０
円 

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
12
時 

　
　
又
は
午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

　
　
給
食
な
し 

※「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」「
一
時
保
育
」

　
の
申
込
み
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
高
南
保
育
園
又
は
役
場
住
民
生
活

　
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
高
南
保
育
園
　
　
　
　
　
　
　

　
　
７
２
・
１
１
５
３ 

　
　
役
場
住
民
生
活
課
　
保
育
園
係

　
　
７
２
・
０
１
１
１（
内
線
１
１
５
） 

   

　
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
、
村
民

の
助
け
合
い
の
意
識
の
高
揚
と
高
ま

る
福
祉
需
要
の
財
源
確
保
、更
に
は
、

物
資
の
有
効
利
用
を
目
的
に
バ
ザ
ー

を
行
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
　
４
月
23
日（
日
） 

　
　 

午
前
９
時
30
分
〜 

　
　
み
ど
り
の
里
　
多
目
的
広
場 

　
　
朝
日
村
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　
　
５
０
・
７
１
１
８ 

    

　
朝
日
村
図
書
館
で
は
、
子
ど
も

の
読
書
週
間
に
ち
な
み
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
４

月
22
日
（
土
）
の
「
岩
船
広
域
読
み

聞
か
せ
大
作
戦
！
あ
さ
ひ
お
は
な

し
ワ
ー
ル
ド
」
を
皮
切
り
に
、
昨
年

好
評
だ
っ
た
「
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
」
、「
和
綴
本
作
り
」
を
開

催
し
、
ま
た
こ
の
ほ
か
に
「
小
・
中

学
生
・
高
校
生
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
」
「
人
気
の
児
童
書
ラ

ン
キ
ン
グ
」
な
ど
、
新
し
い
催
し
も

行
う
予
定
で
す
。大
人
も
子
ど
も
も
、

本
を
通
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
に
来
ま
せ
ん
か
！ 

　
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、情
報
無
線
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！
　 

　
　
朝
日
村
図
書
館 

　
　
７
２
・
６
７
０
０ 

   

　
い
よ
い
よ
春
到
来
。
春
の
日
長
の

縁
側
で
、時
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど

本
に
の
め
り
込
む
、そ
ん
な
本
好
き
の

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
講
座
で
す
。 

●「
け
や
き
ぶ
ん
こ
」と
は
？ 

・
朝
日
村
大
字
上
中
島
の
「
け
や
き

　
ぶ
ん
こ
」で
、毎
月
１
回
２
時
間
程

　
度
の
講
座
を
行
い
ま
す
。 

・
会
費
は
１
ヶ
月
１
、５
０
０
円
。　

　
塾
生
全
員
に
、
本
及
び
資
料
を
配

　
付
い
た
し
ま
す
。 

・
配
付
し
た
本
を
題
材
に
、
講
座
を

　
進
め
ま
す
。 

・
高
校
生
以
上
を
対
象
。 

・
５
月
の
中
旬
頃
に
１
回
目
の
講
座

　
を
開
き
ま
す
。 

●
講
　
師
／
鈴
木
富
夫（
元
講
談
社
取
締
役

）

　
　
総
合
文
化
会
館 

　
　
７
２
・
６
７
０
０ 

　
　
７
２
・
６
７
０
３ 

    〈
講
　
師
／
柳
田
邦
男（
作
家
）〉 

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

　
東
大
卒
。「
マ
ッ
ハ
の
恐
怖
」「
墜
落
」

な
ど
、数
々
の
著
書
や
幅
広
い
論
評
を

多
く
発
表
。菊
池
實
賞
、文
藝
春
秋
読

者
賞
な
ど
受
賞
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
、評
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。 

●
テ
ー
マ 

 

「
本
と
の
出
会
い
、人
と
の
出
会
い
」 

〈
講
　
師
／
伊
勢
英
子（
画
家
）〉 

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 

東
京
芸
大
卒
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ

ビ「
ア
ク
リ
ル
画
の
世
界
」に
講
師
と

し
て
出
演
。絵
本「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
」

「
よ
だ
か
の
星
」「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
」な
ど
、作
品
多
数
。 

●
テ
ー
マ 

 

「
風
と
光
と
い
の
ち
…
私
の
絵
本
世
界
」 

　
　
５
月
28
日（
日
） 

　
　
開
場
／
正
午 

　
　
開
演
／
午
後
２
時 

　
　
総
合
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル 

●
入
場
料
／
会
場
整
理
経
費
と
し
て

　
当
日
整
理
券
と
引
換
に
１
０
０
円

　
い
た
だ
き
ま
す
。定
員（
６
０
０
人
）

　
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

　
　
総
合
文
化
会
館 

　
　
７
２
・
６
７
０
０ 

    

　
防
衛
庁
で
は
、
左
記
に
よ
り
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。 

●
試
験
種
目
／
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、

　
歯
科
、薬
剤
科
幹
部
候
補
生 

●
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
、26
歳
未
満 

　（
22
歳
未
満
は
大
卒
又
は
見
込
み
の
者
） 

●
受
付
期
間 

　
平
成
18
年
４
月
３
日（
月
）〜 

　
５
月
12
日（
金
） 

 

日時 申し込み 

対象 電話 

会場 問い合わせ 

インフォメーション インフォメーション 

Eメール ＦＡＸ 
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●
と
　
き
／
４
月
22
日（
土
）午
前
10
時
30
分
一
斉
ス
タ
ー
ト
！ 

　
●
会
　
場
／【
村
上
市
】岩
船
広
域
図
書
館【
関
川
村
】渡

　
　
辺
邸【
荒
川
町
】荒
川
町
公
民
館【
神
林
村
】神
林
村
農 

 
 
 

　
　
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー【
朝
日
村
】朝
日
村
総
合
文
化

　
　
会
館【
山
北
町
】山
北
町
町
民
会
館【
粟
島
浦
村
】粟
島

　
　
浦
村
資
料
館 

 

●
内
　
容
／
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

　
　
村
上
市
岩
船
郡
内
の
す
べ
て
の
図
書
館
で
一
斉
に
読

　
　
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。 

 

●
協
　
力
／
と
し
ょ
か
ん
サ
ポ
ー
タ
ー

・
た
ん
ぽ
ぽ（
岩

　
　
船
広
域
図
書
館
）・
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
ブ
ル
ー
ベ

　
　
リ
ー（
関
川
村
）・
お
は
な
し
村
の
小
さ
な
木（
荒
川
町
）・

　
　
神
林
村
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
（
神
林
村
）・
朝
日
村

　
　
図
書
館
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
朝
日
村
）・
山

　
　
北
町
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
（
山
北
町
）・
粟
島
浦
図

　
　
書
室（
粟
島
浦
村
） 

  

①
ワ
ー
ド
初
級（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
） 

　
●
と
　
き
／
５
月
10
日（
水
）〜
11
日（
木
） 

②
エ
ク
セ
ル
初
級（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
） 

　
●
と
　
き
／
５
月
17
日（
水
）〜
18
日（
木
） 

③
パ
ソ
コ
ン
入
門
研
修（
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
） 

　
●
と
　
き
／
５
月
24
日（
水
）〜
25
日（
木
） 

④
ブ
ロ
グ
入
門（
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
） 

 

●
と
　
き
／
５
月

31
日（
水
） 

 

●
定
　
員
／
各
講
座
８
名
（
先
着
順
） 

         

　
　
　
申
し
込
み
は
、
１
人
１
講
座
ま
で 

 

●
研
修
テ
キ
ス
ト
代
　
５
０
０
円 

 

※
申
し
込
み
は
、
４
月
25
日（
火
）午
前
９
時
か
ら 

　
　
電
話（
５
３
・
７
５
１
１
）で
受
付
し
ま
す
。 

  

　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
お
気
軽
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
開
催
日
／
４
月
７
日
（
金
）・
21
日（
金
）・
28
日（
金
） 

 

●
時
　
間
／
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で 

 

●
会
　
場
／
２
階
Ｌ
Ａ
Ｎ
研
修
室 

 

※
参
加
費
は
不
要
で
す
。
お
好
き
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

岩
船
広
域
読
み
聞
か
せ
大
作
戦
！！  

お
は
な
し
ワ
ー
ル
ド 

パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談 

パ
ソ
コ
ン
研
修
会 

  

●
試 

験 

日 

　
１
次
試
験
…
平
成
18
年
５
月
20
日（
土
） 

　
　
自
衛
隊
地
方
連
絡
部 

　
　
新
発
田
募
集
事
務
所 

　
　
０
２
５
・
２
６
・
５
６
１
９ 

   

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
及
び

国
民
年
金
制
度
の
内
容
・
手
続
き
は
、

お
気
軽
に
社
会
保
険
相
談
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

　
　
毎
月
第
４
水
曜
日 

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時 

　
　
村
上
市
役
所 

　
　
役
場
住
民
生
活
課 

　
　
７
２
・
０
１
１
１（
内
線
１
１
２
） 

    〈
布
ぞ
う
り
作
り
〉 

　
古
着
を
再
利
用
し
て
カ
ラ
フ
ル
で

可
愛
し
く
て
、
役
立
ち
布
ぞ
う
り
作

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

　
　
４
月
23
日（
日
） 

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

●
体
験
料
／
４
０
０
円 

　
昼
食
代
／
６
０
０
円 

●
材
　
料 

　
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ト
レ
ー
ナ
ー 

　（
大
人
サ
イ
ズ
２
枚
、子
ど
も
サ
イ

　
ズ
４
枚
）、裁
ち
ハ
サ
ミ
を
各
自
用

　
意
く
だ
さ
い
。 

※
要
予
約
。 

　
申
込
み
締
切
４
月
20
日（
木
）ま
で 

　
　
縄
文
の
里
・
朝
日 

　
　
７
２
・
１
５
７
７ 

    

　
地
方
税
法
第
４
１
６
条
に
よ
り
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
下
記
の
と
お

り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。 

【
縦
覧
日
程
】 

●
期
　
間
／
４
月
３
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
５
月
１
日（
月
）ま
で 

　
　
　
　
　（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
） 

●
時
　
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

●
場
　
所
／
朝
日
村
役
場
税
務
課 

●
そ
の
他
／
縦
覧
は
無
料
で
す
。 

※
課
税
資
産
確
認
書
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
記
載
事
項
に
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、

　
４
月
28
日
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
土
地
、
家
屋
に
移
動
の
あ
っ
た
方

　
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
大
切
な
資
産
で
す
。
こ
の
機
会
に

　
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
　
役
場
税
務
課 

　
　
７
２
・
０
１
１
１ 

   

　
新
潟
県
企
業
局
で
は
、
水
力
発
電

施
設
の
円
滑
な
管
理
・
運
営
を
維
持

す
る
目
的
か
ら
、
施
設
所
在
市
町
村

の
振
興
に
資
す
る
市
町
村
事
業
に
対

し
助
成
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
17
年
度
県
営
発
電
所
所
在
市

町
村
地
域
振
興
助
成
金
は
下
記
の
事

業
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。 

●
淡
水
魚
増
殖
事
業 

●
さ
け
の
森
林
整
備
事
業 

●
緑
の
少
年
団
育
成
事
業 

●
奥
三
面
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業 

●
奥
三
面
遺
跡
群
資
料
の
公
開
・
活
用
事
業 

契約日 工 事 名  請 負 者  契約金額 担当課 （単位：円） 

※契約金額５００万円以上を掲載 村の発注工事等 ～２月分～ 

建設課 

産業課 

産業課 

産業課 

建設課 

産業課 

産業課 

建設課 

建設課 

5,250,000 

13,125,000 

6,037,500 

5,985,000 

7,980,000 

11,025,000 

10,080,000 

5,460,000 

5,775,000 

 

 

（株）新和開発 

（有）相馬工業 

（有）豊栄土木 

 朝日建設（株） 

 渋谷建設（株） 

 渋谷建設（株） 

 渋谷建設（株） 

（株）横井工業 

（有）相馬工業 

 

普通河川明神川河川災害復旧工事 

高根須戸俣地区（田）災害復旧工事 

大須戸雪車落場地区（水路）災害復旧工事 

大須戸大日地区（水路）災害復旧工事 

村道大須戸5701号線道路災害復旧工事 

林道沼線（1号箇所）災害復旧工事 

蒲萄向山地区（道路）災害復旧工事 

村道蒲萄大毎線第4工区道路災害復旧工事 

普通河川須戸俣川第1工区河川災害復旧工事 

 

23日 

10日 

９日 

情報ひろば 
TEL  ５３ー７５１１ 

岩船広域教育情報センター 岩船広域教育情報センター 
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よい歯
で よく噛み 元気な体よい歯
で よく噛み 元気な体よい歯
で よく噛み 元気な体

●育児サロン 
 21日（金）10：00～11：30 
場所／保健センター   

 

 ●ぴよぴよクラブ　4・11・18・25日（火）10：00～15：00　場所／保健センター   
 
 

●なかよし広場おたのしみ会 

12日（水）  9：30～11：00 

場所／高南保育園 

 

　「芸能人は歯が命・・・」なんていうテレビCMがありましたが、芸能人でなくても

よい歯は体の健康の基礎であり宝物です。また、「明眸皓歯」（めいぼうこうし）と言

うことばもあります。美しい人を形容する時使いますがここにも「歯」が用いられ

ています。このことからも、歯は大切にしたいものです。 

【
下
段
右
か
ら
】 

　
横
山
　  

遥
　

亨
　（
関
口
） 

　
宇
鉄
　
拓
也
　
大
博（
北
大
平

） 

　
遠
山
　
強
志
　
時
雄（
高
根
） 

　
鈴
木
　  

陸
　 

洋
司（
布
部
） 

　
　
橋
　
優
太
　
亮
一（
千
縄
） 

　
　
橋
　
泉
美
　
友
栄
（
あ
け
ぼ
の
団
地

） 

　
小
田
ほ
の
香
　
寿
光（
下
新
保

） 

　
本
保
　
智
彬
　
義
光（
大
場
沢

） 

  

【
上
段
右
か
ら
】 

　
中
山
　
さ
ら
　
彰
　（
大
須
戸

） 

　
本
間
菜
々
子
　
義
章（
塩
野
町

） 

　
太
田
　
和
寿
　
拓
生（
檜
原
） 

　
太
田
　
千
帆
　
貴
博（
檜
原
） 

　
松
本
　
一
平
　
美
樹（
鵜
渡
路

） 

　
佐
藤
　
真
歩
　
裕
介（
寺
尾
） 

　
飯
沼
　
彩
花
　
和
彦（
岩
沢
） 

　
小
田
　
都
和
　
正
美（
岩
沢
） 

　
鈴
木
　
彩
音
　
裕
二（
岩
沢
） 

 

と
も
あ
き 

か 

い
ず
み 

ゆ
う
た 

り
く 

つ
よ
し 

た
く
や 

は
る
か 

あ
や
ね 

と
　
わ 

あ
や
か 

ま
　
ほ 

い
っ
ぺ
い 

ち
　
ほ 

か
ず
と
し 

な
　
な
　
こ 

高 高 

私はこうして虫歯のない子を育てました… 

　よい歯の子をもつお母さん達はこんな

風に答えてくれました。中には「特別何も

注意はしなかったけど、たまたまです」と

言う人もありました。でもやっぱり「甘ー

い誘惑」がたくさんの今日、親や家族が意

識と関心を持って虫歯にさせないように

気をつけてあげたいものです。おじいちゃん、

おばあちゃんの協力も大切です。 

変わります！ 

あめやガム等長時間口の
中に入っている物は、あげ
ないようにしました。 

あめやガム等長時間口の
中に入っている物は、あげ
ないようにしました。 

魚やするめ、固いせんべい
を努めて食べさせました。 
魚やするめ、固いせんべい
を努めて食べさせました。 

ジュースや清飲料水をジュースや清飲料水を
飲ませないで麦茶を飲飲ませないで麦茶を飲
ませました。 

ジュースや清飲料水を
飲ませないで麦茶を飲
ませました。 

やっぱり歯磨きを徹底しま
した。特に寝る前と仕上げ
磨きも必ずしました。 

やっぱり歯磨きを徹底しま
した。特に寝る前と仕上げ
磨きも必ずしました。 

お母さんに 

　　聞きました 

５歳児健診 
　／３月１日実施 
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生活カレンダー 生活カレンダー 生活カレンダー 

１ 

２ ３ ４ 

12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

2524 26 27 28 29

夜間窓口 
17：15～19：00

夜間窓口 
17：15～19：00

夜間窓口 
17：15～19：00

夜間窓口→（戸籍謄抄本・住民票・印鑑登録および証明）　心配ごと相談→高齢者福祉相談を併設（電話相談も可）    ※催しや行事には一部予定も含まれています。 

出張診療日 
 

出張診療日 

出張診療日 

出張診療日 
 

出張診療日 
 

出張診療日 
 

出張診療日 
 

13：00～15：00／7・14・21・28日 
14：00～15：00／4・11・18・25日 

布部〈内科・外科・整形外科〉 

釜杭〈内科・外科・整形外科〉13：00～14：00／4・11・18・25日 

関口〈内科〉13：00～14：00／4・11・18・25日 

出張診療 
今月の税金・料金 今月の税金・料金 

・固定資産税１期分 （5月1日納期限） 

・下水道料 
・保育料 

（4月25日納期限） 

休館日 

読み聞かせ 

読み聞かせ 

読み聞かせ 

あさひおはなしワールド 
（読み聞かせ） 
10：30～ 

休館日 

５ ６ ７ ８ 

９ 10 11

夜間窓口 
17：15～19：00

保育園入園式 
 

出張診療日 
 

　  心配ごと相談 

8：30～12：00 
小池正雄 

　  心配ごと相談 

8：30～12：00 
小池泰道 

　  心配ごと相談 

8：30～12：00 
小田　陞 

　  心配ごと相談 

8：30～12：00 
佐藤正男 休館日 

休館日 

APRILAPRIL

総合体育館 多目的グラウンド 総合文化会館 役場相談室 出張診療 野球場 みどりの里 

第13回 
福祉バザー 

縄文の里・朝日 

布ぞうりづくり体験 

23

大須戸能定期能 

小学校入学式 
中学校入学式 

スポーツ少年団 
入団式 
19：00～21：00

みどりの日 

緑の少年団入団式 

截断道大会 

みどりの里春まつり 
（～7日） 

ふるさと会総会 
東京都台東区上野 
「精養軒」 

30

春の全国交通安全運動実施 

～春の道　みんなで咲かそう　マナーの心～ 

４月６日（木）～１５日（土） 
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22

り
ょ
う
す
け 

　４月の記念日の中に、１４日
の「オレンジデー」があります。
バレンタインデーで愛を告白し、
ホワイトデーでお返しをした後、
その二人の愛情を確かなものと
する日だとか。この時、オレンジ(ま
たはオレンジ色の物)をプレゼ
ントするそうです。 
　やっぱり、４月と言えば桜。日
本人としてだけでなく、国民が
一つの花にこれだけ執着・魅了
される花は他に無い。その名は、
田の神様が寄り付くところとい
う意味の桜。その神に酒をささ
げた事から始まるとされている
花見の光景が、もうすぐ見られ
そうです。（Ｋ） 

広報あさひは、環境保護のため古紙配
合率100％、白色度70％以下の再生紙
を使用しています。 

広報あさひは、環境にやさ
しい大豆油を利用した大豆
インクを使用しています。 

広報あさひ　平成18年4月号 

●発行：朝日村　 ●編集：企画課 

●企画課メールアドレス 
kikaku@vill .asahi.niigata.jp

●〒958－0292
新潟県岩船郡朝日村大字岩沢5611

TEL　0254（72）0111
FAX　0254（72）6403 
 

●朝日村ホームページ 
http://www.vill.asahi.niigata.jp/

●朝日村 
　携帯ホームページ 
 
 
http://www.vill.asahi.niigata.jp/m/

★
は
第
３
子
以
降
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

菅
原
正
美 

 

勇 

 

喜

一

 

 

達

也

 

 

勲  

小
田
千
恵
子  

さ
　
ん 

／
塩
野
町 

　
　
　 

涼
介  

く
　
ん
（
４  

歳
） 

　
　     

悠
　 

ち
ゃ
ん
（
２  

歳
） 

は
る
か 

いつも仲の良い兄姉。最近は

たまに衝突することも…。涼

介くんの将来の夢は野球選手。

悠ちゃんは、自慢の歌声を披

露することだそうです。 

小
田
　
祐
樹 

（
西
岡
）真
希 

（
猿
　
沢
） 

 

広

志

 

　長旅を前にして、田んぼで
餌をついばむ白鳥の群れが見
られました。さあ、いよいよ旅
立ちです。 

（
２
月
１
日
〜
２
月
28
日
届
出
分
） 

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、届
け
出
の
際
に 

　
住
民
生
活
課
窓
口
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

山
下
　
高
志 

佐
藤
　
和
史 

田
村
ミ
ノ
エ 

富
樫
　
ス
エ 
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　子どもの読書週間にちなみ、４月２２日（土）の１０時３０分から、岩船圏内すべての市町村
図書室・図書館で、一斉に読み聞かせを行います。朝日村では、「あさひおはなしワールド」と
して、読み聞かせボランティアによる読み聞かせが、文化会館にて行われます。お友達同士で、
または親子連れで、ぜひおいで下さい！同じ時間に岩船圏域の子どもたちが、いっしょにおは
なしの世界に旅立つ記念すべき日です。多くの子どもたちに参加してもらえますよう、お誘い
合わせの上、ご参加下さい。たくさんのお出でをお待ちしています！ 

「岩船広域読み聞かせ大作戦！あさひおはなしワールド」 

　●日　時：４月２２日（土）　午前１０時３０分～　●問い合わせ：朝日村図書館　 

　●場　所：朝日村総合文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ７２－６７００ 

「あさひおはなしワールド」が開催されます！ 
～岩船広域読み聞かせ大作戦！～ 

「元気に、たくましく 
　　　　育ってほしい」 

お母さんからの 

　　　メッセージ。 

４月２９日 
●春期截断道大会　●山菜グルメの集い 

４月２９・３０日、５月３・４・５日 
●縁日コーナー 
　・団子、玉こん、串焼き販売 
　・くじ引き　・熱帯魚すくいどり 等々 
●ウルトラヒーローと遊ぼう（３日のみ） 

《イベントのお問い合わせは》 
　朝日村みどりの里まで　TEL72－1551 
　みどりの里春まつりイベント 

みどりの里春まつりイベント 

今月の 
１枚。 
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